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X 6932：2020 (ISO/IEC 19798：2017) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS X 6932:2008 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 X 6932：2020 
 (ISO/IEC 19798：2017) 

カラー電子写真式プリンタ及びプリンタ複合機の 

トナーカートリッジ印刷可能枚数測定方法 

Method for the determination of toner cartridge yield for colour printers and 

multi-function devices that contain printer components 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 3 版として発行された ISO/IEC 19798 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，一般的な事務所で使用する標準テストページセットを使用して，カラー電子写真式プリン

タ用のトナーカートリッジ（オールインワンタイプのトナーカートリッジ及び感光体を含まないトナーカ

ートリッジ）の印刷可能枚数を測定する方法の標準化を目的としている。標準テストページセットは，典

型的な事務用文書の一例であることを意図しているが，写真を印刷することは考慮していない。カートリ

ッジセットを複数のプリンタ機種で使用できる場合，プリンタ機種間の差がそのカートリッジの印刷可能

枚数に影響を与えない限り，一つの試験だけを実行すればよい。 

注記 カートリッジ供給業者は，単一のカートリッジに対し，複数の市場機種へそのカートリッジを対

応させることが可能である。“印刷可能枚数に影響を与えない”ということは，対応させる個々の

機種のカートリッジの違いが，市場識別情報だけという解釈である。 

トナーカートリッジの寿命は，通常，印刷可能枚数で表す。 

この規格は，次の事項を規定している。 

－ 製造業者，試験機関などが“トナーカートリッジの印刷可能枚数”を決定するために行う測定の方法 

－ 製造業者，試験機関などが，測定結果からトナーカートリッジの印刷可能枚数公表値を決定する方法 

－ 製造業者が使用者に提供する資料類に，トナーカートリッジの印刷可能枚数を記載する適切な方法 

トナーカートリッジの寿命の判定は，トナーカートリッジ内の使用できるトナーを消耗することによっ

て発生する“画像のかすれ”又は“トナーなし検知機能による自動印刷停止”という二つの現象のいずれ

かで行う。 

この規格は，ランニングコスト（ページ単価＝1 ページ当たりのコスト）の見積りを行う上での要素の

一つを測定する場合にも適用可能である。この規格は，ランニングコストを直接測定するためのものでは

なく，シアン，マゼンタ，イエロー及び黒の各トナーカートリッジの印字可能枚数を測定するだけのもの

である。ほとんどの場合，ランニングコストは，トナーカートリッジの印刷可能枚数という要素だけでは

決まらない。ランニングコストの計算方法を提供することは，この規格の適用範囲外とする。 


